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ただいまご紹介にあずかりました岡部です．あまり深く
考えず，このような講演演題をつけてみました．“軽薄短小”
という言葉にはネガティブな感触がありますが，本講演で
は，ネガティブな意味では使っていません．また，昔のこ
とに関する“後ろ向きの話”が多くなりますが，私自身が
背負って生きてきた過去の物語にも，何らかの意味があろ
うかと思いますので，ご容赦ください．

◎岡部徹の略歴 
私は，すでに講演された方々とは経歴が大きく異なり，
かなり毛色が違います．2001 年までは，私は東大とは縁
もゆかりもなかった人間です．多くの東大の先生方は，学
歴，職歴のほとんどが東大ですが，私の場合はいわゆる“野
良猫”ならぬ“野良教授”で，各所を転々としております．
もともとは京都大学出身で，そのあとMIT（マサチュー
セッツ工科大学）に留学し，東北大学に移って助手をして
いたとき，前田先生にお声がけいただいて 2001 年から東
京大学に来ております．
転々としながらも，やっていることはずっと同じでレア
メタルが専門です．チタンをはじめとするレアメタルの製
錬，リサイクルに関する研究を行なってきました．まった
く同じ研究テーマを，性懲りもなく延々とやり続けている
のが私の生業です．

どれほど長く，延々と同じレアメタルの研究をやり続け
ているかについてご説明します．学生のとき，何も考えず
に選んで偶然にも配属された研究室が非鉄冶金特殊金属製
錬学研究室（今風に言えばレアメタル製造工学研究室）で
した．そこでチタンの還元プロセスに関する研究に取り組
みました．そのあと，マスター（修士），ドクター（博士）
まで，チタンの研究を行いました．ドクターのときは，チ
タン以外にもニオブやタンタルに関する研究もはじめてお
り，そのあとMITに移ってからは，タンタルの精錬の研
究に取り組み，東北大ではチタンやレアアース（希土類）
のリサイクルの研究をしておりました．東大に来てからは，
貴金属のリサイクル研究も始めました．そのほか，レニウ
ムやルテニウムなど超マイナーなレアメタルの製錬・リサ
イクルに関する研究も行なっています．
要は 30 年以上，ひたすらチタンをはじめとするレアメ
タルの製錬やリサイクルに関する研究をやってきました．
このホールには，かなりの数のお知り合いの方がいらっし
ゃいます．将来，皆さま方の中で，レアメタルの研究に関
することでお悩みの方は，私にご一報いただければ，その
お悩みの半分くらいは解決できると思いますのでご連絡く
ださい．
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◎昔は，“レアメタル”が専門と言っても評価されず
昔は，レアメタルを専門とする研究と言っても誰も理解
してくれず，評価もされませんでした．また，引っ越しを
繰り返し転々としていましたので，「引っ越し工学」が専
門と言っていたこともありました．この引っ越し 20 回と
いう経歴は，職歴，学歴で引っ越しているだけではありま
せん．私の父が国際派の金融マンであったので，父の転勤
で小学校も 3つ行きました．私の人生は，ひたすら引っ越
しをしていた人生でした．東大に職を得てからは，引っ越
しをしていません．
生研に来てからは，こんなに楽しい，良い所はあるのか，
と思ったことが何回かあります．なぜならば，好き勝手に
研究をやらせてもらえるからです．こうした意味で，東大，
生研への移籍は本当に有難かったと思っております．

35 歳のときに，研究室主宰者として岡部研究室を立ち
上げる機会を得ました．周囲からは「何をやってもよい」
と言われて嬉しかったのですが，逆に，「何をやってもよい」
というのは，ある意味では困ったことでもあります．当時
は，どうすればよいのか，何に取り組むべきか途方に暮れ
たこともありました．

私が，恵まれた環境にあったのは，先ほどご講演をされ
た横井先生のような，“目標とするべき先輩方”がおられ
たからです．それぞれに業界をリードしている方々が，い
わゆる研究者としての“生き方の見本”を見せてください
ました．私は，産学連携研究に関しては，横井先生のやり
方を真似してみました．横井先生のご専門は，プラスチッ
ク等の射出成形であり，私の研究とは全く異なるのですが，
マルチクライアント型の産学連携の新しい仕組みを構築し，
精力的かつ多角的に研究を展開されていました．私は，そ
のやり方を，レアメタルの研究分野に応用しまして，マル
チクライアント型＋ネットワーク形成型にモディファイ
（改良）し，レアメタル研究会を立ち上げました．
横井先生は，研究費も産業界から引っ張ってこられます

が，私自身は研究費の多くは国からいただく戦略を維持し，
産学連携については，できるだけソフトな産学連携，すな
わち多角的なネットワークづくりを重視する方向で「レアメ
タル研究会」を立ち上げ，今に至っております．レアメタ
ルの業界では，「岡部先生は，新しい仕組みを作って，うま
くやっているね」と言われておりますが，実際のところ，横
井先生の真似をして展開したら成功したに過ぎません．
また，例えば「研究費のとり方」についても私は生研で
実に多くのことを学びました．私は，それほど研究費に困
る研究者ではなかったのですが，獲得手法については，沖
大幹先生から実に沢山のことを学びました．沖先生は，私
の一つ上の先輩ながら，研究者としては師匠であり「岡部
さん，研究者たるや，科研費スゴロク（双六）で上がんな
きゃいけないんだよ．」と言われたことがあります．そこ
で科研費をはじめとする大型の「研究費の獲得」について
は，“私も沖先生のように頑張ろう”と大きな刺激を受け，
今に至っております．
生研の中には多種多様な生き方をしている人が沢山おら
れるので，そのような素晴らしい人たちからの刺激を沢山
受けながらやってきました．この 19 年間，私が貫いてき
たのは，レアメタルの製錬・リサイクルの研究，さらには，
趣味の追求です．昨日も趣味であるお酒を飲みすぎて，今
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朝は「懺悔の井の頭公園ランニング」をしてきました．酒
を飲むために走るのはナンセンスですが，こうした息抜き
もあって充実した研究生活を送っています．

◎高度資源循環型社会を目指す研究の背景とキーワード
今日は，研究の詳細の話はしない予定ですが，私が取り
組んでいる研究概要を一通りご紹介します．私が今，一番
熱心に取り組んでいる研究は，高度循環社会を目指したレ
アメタル，貴金属のリサイクルに関する研究です．皆さん
が使っておられるハイテク機器の多くは，レアメタルの塊
と言っても過言ではありません．皆さん，スマホやハイテ
ク自動車などの高性能なものを便利に使っています．
横井先生の研究分野は，素材から性能の良い部品や製品
を効率良く作るのがご専門です．一方，私は，部品や製品
のもととなる素材を鉱石やスクラップから抽出してつくる
のが仕事です．工業製品は，必ずいつかゴミ（廃棄物）に
なります．ゴミになったものの中から貴金属やレアメタル
を取り出すプロセスを開発するのが私の研究です．貴金属
や一部のレアメタルは価値があるので，ゴミから取り出し
て素材としてまた戻してやらなければなりません．私が取
り組んでいるのは，このような製錬やリサイクルに関する
研究分野です．

貴金属やレアメタルの精錬やリサイクルに関する研究に
取り組み，常に大型の研究費をねらいつつ，いわゆる産学
連携を基軸とした実学研究をやっているというのが私の生
業です．しかし，今日は研究の中身に立ち入ったお話はし
ません．

◎写真　浅草寺の屋根瓦
今日来られている方の中には，レアメタルの専門家や関
連会社の社長もおられるようですが，それ以外の方々は，
ここに示す写真を見て不思議に思われる方が多くおられる
のではないでしょうか．この写真が何かわかる人もこの中

にはかなりおられるようですので，答えを言いますと，こ
の写真は浅草の浅草寺の屋根瓦です．

多くの方々は，この写真がどうしてレアメタルの話につ
ながるのだ？と思われる方も多いでしょうが，この瓦は，
実はすべてチタン製です．昔は，重たい素焼きの陶器の瓦
が使われていましたが，地震があると落下して危険ですし，
重たい下の瓦は木造建築への負荷が大きくなります．そこ
で，今は，0.3 mmくらいの薄いチタン製の板が瓦として
使われています．しかし，チタンで瓦をつくると均一な色
のものができてしまうので，一般の人には，すぐに，素焼
きの陶器でないことがわかってしまいます．そこで，わざ
と素焼きのような焼きムラをつけて，チタン板の色を陶器
の瓦のように変化させているのです．
焼きムラつけは，ブラストサンド（研磨砂の吹き付け加
工）によって，チタンの表面を加工して色の違いを出し，
まるで素焼きの陶器の瓦が使われているように見せかけて
いるのです．見た目は陶器のようでも実はチタンでできて
いるこの瓦は，0.3 mmの薄い金属板ですから踏むと凹む
ので，木で補強しています．見た目は，とても重い瓦が乗
っているように見えますが，実はとても軽い屋根が乗って
おります．さらに耐候性も抜群です．
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浅草寺の宝蔵門の瓦もチタン製です．最近は，五重塔も
全部チタン製になったと聞いております．軽くて抜群の耐
食性があるチタンの素晴らしいところをうまく使っていま
す．
ただ，チタンは，素材を作るのにコストが高く，現時点
では，金に糸目をつけないところしか使えないことが問題
点です．ですから，皆さんの家の屋根にチタンを使うのは，
ちょっと高くつきます．チタンは，1トンつくるのに金属
ベースで 100 万円かかり，さらに板などに加工していくと
倍，倍と価格が上がります．
今日は一般公開ですので，生研の F棟のピロティに，こ
の写真のチタン瓦の実物と，さらに比較のために，昔使っ
ていた本物の重たい瓦も置いてありますので，お帰りの際
は F棟の 1階に立ち寄って実物を直接触ってみてくださ
い．チタンなどのレアメタルに，さらに興味を持たれた方
は，そこから，ご足労ですが，F棟の 3階に上がって岡部
研にお越しいただくと，さらに多様なレアメタルが展示し
てあります．要は，このチタン瓦の展示は客引きグッズと
して公開しているのです．

◎広がるチタン屋根
さらに驚くのは，京都の北野天満宮です．北野天満宮の
屋根には，銅製の板が使われていると思っている人がほと
んどです．もちろん，昔は緑青がついた銅板が屋根に張っ
てありました．ですから，今もみなさんが，銅が錆びた緑
青の屋根だと思われても当然です．しかし，実際は，緑青
色のチタンの薄板が屋根に使われています．金閣寺の茶室
の屋根にもチタンが使われています．もちろん，昔はチタ
ン製ではなかったのですが，今は，いろいろなところにチ
タンが使われています．
このチタンの話について，今日初めて知ったという方，
どのくらいこの中におられますか？
うれしいです，多くの方々が，初めて聞かれた話だった
ようですので，とてもよかったです．もっとも，今日の聴
講者の中にはチタンを作ったり使ったりすることを生業に

している専門家も何人かおられるようなので，私自身は，
このような講演をやりにくいのも事実です．

◎フジテレビ本社のビルの球体や東京ビッグサイト
フジテレビ本社のビルの球体の部分や東京ビッグサイト，
これも外側はチタンでできています．皆さんの知らないと
ころにチタンがどんどん忍び寄ってきています．将来，耐
候性と長寿命が求められる部分は，全部，チタンになるも
のと私は期待しています．
もう一つ重要なポイントは，チタンは，資源的には無尽
蔵であることです．すべての元素の中でも 9番目に多い元
素です．資源は無尽蔵でも，鉱石からメタルをつくるのが
とても難しい新しい金属です．
このような背景から，低コストでチタンを作る技術を開
発するという難題に，学部学生のときから研究に一生懸命
取り組んでいるのが私です．残念ながら，これまでの 30
年間，画期的な低コスト化は実現していないので，今後の
30 年間もうまくいかないかもしれません．ただ，永遠に
諦めずに夢とロマンのチタン製錬の研究を追求する，とい
うのが私の生業ですので，どうか今後もご支援ください．

◎最新鋭の航空機
意外と知られていないことをもう一つご紹介します．最
近の大型航空機の多くは炭素の繊維で強化されたプラスチ
ック（CFRP）でできています．新型航空機の機体の多く
は炭素繊維強化プラスチックでできるようになったため，
金属を使う量は減っていると思っている方が多いでしょう
が，実は，これらの最新鋭航空機は，機体重量の 10％以
上をチタン合金が占めています．航空機の車輪を支える足
回りとかジェットエンジンのディスクなどの重要な部分に
チタン合金が使われているからです．
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皆さんがご存知のボーイング 747，いわゆるジャンボジ
ェット機は，アルミニウム合金の塊でした．ただ，今は，
最新鋭航空機の多くは，アルミ合金の使用量は低下し，炭
素繊維を使った素材になっています．さらに，これらの航
空機のチタン合金の使用量は，年々増えているというのが
現状です．このことは，一般には意外と知られていません．
したがいまして，皆さんがよく乗られる最新鋭の飛行機
の 787 とか，777 とか A350 などの航空機は，全重量の 10
％以上が，チタン合金でできています．10％以上というこ
とは，航空機一機あたり 10 トン以上使っていることにな
ります．

チタンは軽くて強く，性能はとてもよいので，高性能な
航空機に沢山使われていますが，一つ問題があります．航
空機用の 10 トンのチタン合金のパーツをつくるには，100
トンのインゴット（金属塊）が必要です．ということは，
10 トンのチタン合金の部品をつくるのに 90 トンのチタン
の削りかす，すなわち，ゴミ（スクラップ）が出ます．チ
タンのスクラップをリサイクルして有効利用するのも私の
一つの仕事で，産学連携をしながら様々な研究に取り組ん
でいます．

今日は，チタンのアップグレード・リサイクルなどの詳
細な話はしませんが，将来，チタンのリサイクル技術の開
発は，極めて大事な課題となります．大学 4年生のときか
らチタン中の不純物の酸素を取り除く研究を延々やってき
ましたので，チタン精錬の研究を得意とする人間です．今
日，このホールの中には，チタンから酸素を除くことに関
心をお持ちの方はおられないと思いますが，もしチタン精
錬にご興味があれば，私のところにお越しください．

◎羽田空港のD滑走路
さらにもう一つ，おそらく一般の方には知られていない
ことをご紹介します．皆様がいつも利用しておられる羽田
空港の D滑走路をご存知でしょうか．D滑走路は一部が
海上にあり，国際線に使われています．滑走路にチタンは
使われないだろう，と思う人が多いと思いますが，実は，
滑走路の海に浮いている部分の天井裏はチタンでできてい
ます．これは，チタンがまったく錆びないためです．チタ
ンは金属材料の中でも海水に対する腐食性がとりわけ強い
ため，天井裏の材料はチタンの薄板です．薄い板を使って
いても面積がとても広いので，合計 1,000 トンのチタン板
を使っているそうです．1トンあたり百万円以上するチタ
ン板を 1,000 トンも使っていることになります．すごいで
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すね．海上滑走路を支えている柱の部分は，耐候性のステ
ンレス鋼が使われているようです．チタンは，錆びると困
るところ，ロングライフの（超寿命が要求される）ところ，
軽くて強度が必要なところ，などに使われています．
今日の公開では，岡部研では様々なレアメタルを展示し
ています．必ずしも軽い金属だけではなくて，例えば岡部
研では，ハフニウムなどのとても重たい金属も展示してお
ります．ご興味ある方は，今日，お帰りの際に訪問して，
その重さを実感してください．よろしくお願いします．

◎レアメタルの不思議！金属の不思議と重要性・将来性
中学生，高校生のお子さまがおられましたら，この映像
教材をご紹介ください．私は今，一生懸命，金属の不思議
と重要性・将来性などのアピールを一般社会に向けて行う
仕事にも取り組んでいます．
最近の話題としては，大島まり先生がリードしている

ONGという組織が，特別企画として「未来材料 チタン・
レアメタル」と題する You Tubeのネット配信を利用した
中高生向けの授業を 50 分の尺で観て学べる映像教材を作
成してくださいました．中高生向けの教材ですので，スタ
ートは「地球に多く存在する元素は？」という質問から始

まります．この答えは，酸素とか鉄とかですが，チタンは，
驚くべきことに地殻中に 9番目に多く存在する元素である
ことも紹介しています．さらに，「金属ってなんですか？」
などの基本的なことを説明する，中高生に役立つ教材を一
生懸命作ってみました．
ここまでが，私の紹介でしたが，今日の講演では「生研
の過去を振り返りなさい」と石井先生から命題として与え
られました．そこで，生研の過去の研究の変遷についても
いろいろ考えてみました．ちょっと乱暴な言い方になりま
すが，生研の研究は，重厚長大からはじまり，軽薄短小な
分野が増えてきたということになります．ここでは，以前，
岸所長と一緒に記者会見をする機会があったときに，私が
副所長の立場で，生研の 70 年の歴史を振り返って説明す
るときに使ったスライドを披露させていただきます．

◎70 年の歴史を貫く生研
最初のスライドは，既に岸所長がご説明されていますの
で飛ばします．生産技術研究所はちょうど 70 年前に総合
的な工学研究，さらには研究成果の社会実装を目指す実学
に重点を置いた研究所として発足しました．昨日，めでた
く 70 周年を迎えました．
生研では，今日の講師を務められました藤田先生，横井
先生方が産学連携を推進し，すばらしい工学研究を多角的
に展開して参りました．
生研は当初は西千葉に研究所本体がありましたが，その
後六本木に移りました．私が六本木にある研究所に通った
のは，19 年前に東大に赴任した直後の最初の 3カ月だけで，
引っ越し要員の准教授として着任しました．当時，東大の
他の多くの先生方とは違い，私は引っ越しだけは経験も多
く，プロ級にうまかったので，とても重宝されました．
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今は，六本木の研究所の跡地は国立新美術館になってい
ます．昨年の 12 月には，「もしかする未来展」という展覧
会がこの国立新美術館で開催され，私がデザイン・作製し
たチタンのアート作品も出展させていただき，とても有難
いと感じている次第です．

生産技術研究所は，ほぼ全ての工学領域をカバーしてい
ます．このことについては，すでに岸所長からご説明があ
りました．　
岡部研究室は，2001 年に立ち上げました．当時 35 歳で

したが，本当にありがたいことに，最初から独立した研究
室を主宰させていただき，好き勝手にやらせていただいて
います．4年前には，生研の副所長の職も拝命し，マネジ
メント（管理）の仕事もしています．
生研ではとても良い思いをさせてもらっていますので，
私も研究所のために頑張ろうという気になっております．
さらに，生研は，構成員の研究分野が大きく異なってい
る点が優れた組織であると思っています．
ちょうど 70 周年を生研は迎えましたが，昔から変わら
ない一貫性もあります．大事な点は，ユニークな研究精神
と挑戦者スピリットです．学術界だけではなく，産業界に

インパクトを与えること，研究成果の社会実装を目指して
いるところもユニークな特徴の一つです．これらの生研の
特徴は，私の研究スタイルにぴったりと合っていましたの
で幸せでした．

◎戦後の日本産業に見る変化
日本の戦後は，鉄鋼産業とか自動車とか造船などの重厚
長大産業から発達し，そのあと先端分野として軽薄短小な
電子産業が発展しました．このように，大きくて重たいも
のから，軽くて小さいものへと産業分野が変遷しているこ
とがわかります．
1950 年代には，先ほど秋葉先生からご紹介いただきま
したロケット研究が行われました．あまり知られていない
のですが，溶鉱炉の研究も有名です．生研には，大学では
めずらしく試験溶鉱炉がありました．巨大な装置を使う工
学研究です．自動車，金属加工の研究も有名です．このあ
とに，おそらく横井先生の射出成形などの研究が始まった
のでしょうが，対象とする多くの研究は重工業が中心でし
た．生研は，このような重厚長大産業に関する多くの研究
から始まりました．
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ロケットに関する先駆的な研究が生研で行われていたと
いうのは，有名な話ですが，産業界と連携していた研究に
関しては，試験溶鉱炉を使った研究も重要です．産業と連
携していたとはいえ，大学の中で，実際に多量の鉄を作っ
ていたのですからすごいことです．溶鉱炉は何十人という
スタッフがいなければ操業できませんが，そのような大規
模試験研究を昔からやっていました．この分野には，私の
大先輩である前田先生をはじめとする先代の研究者たちが
取り組んでいました．

◎1970 年に環境研究が開花
そのあと，1970 年になると環境関連の研究も盛んにな

りました．これも生産技術研究所の教授たちがイニシアチ
ブをとって進めた重要かつ誇るべき研究と思います．さら
に時代が進みますとマイクロマシンの研究が世界的な研究
として有名です．今日，藤田先生がその第一人者としてご
紹介されましたが，この分野で世界をリードしてきました．
さらに，今日の話にはあまり出てきませんでしたが，海
中工学も生研が大きなイニシアチブを今もとっている研究
分野です．こうした意味では，生研は，非常に幅広い，多
様な研究を延々とやっていることがわかります．

◎2000 年以降の研究展開
2000 年を過ぎますと，横井先生らが中心となって行な
ってこられた射出成形などの非常に泥臭い研究に加え，ハ
イテク，先端技術研究も盛んになりました．私自身は，ハ
イテクや先端研究とは縁遠いレアメタルの“製錬”の研究
を続けていますが，射出成形と比べてどちらがより泥臭い
研究なのかは，わかりません．
最近では，環境に関係するものや，先端的な時代をリー

ドする最先端の研究が多くなって参りました．その代表例
は，荒川先生のご研究です．このあとにご講演されます佐
藤先生の研究，さらにはデザインに関する研究も時代を先
取した先端研究の代表例です．要するに，生研では，重厚
長大なヘビーインダストリー絡みの研究も地道に続けてい
ますが，ここでご紹介したような情報とか感性などが対象
となる研究も重要になり，これまでに説明した一連の研究テ
ーマの変化が生産技術研究所の進化・変遷を支えております．

◎先進ものづくりシステム連携研究センター（CMI）
このあとは，今，生研で行われている生研の研究プロジ
ェクトをご紹介いたします．私自身もこの CMIというも
のづくり研究組織のメンバーの一人です．私は，この組織
では，航空機の部品を作るときに発生するスクラップ（削
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り粉などの廃棄物）のリサイクルの研究に携わっています．
CMIは，大型の産学連携研究の代表例であり，非常に大
きなスラスト（推進力）と規模を生研の中では維持してい
る研究組織です．

◎未来志向射出成形技術（FOIMT）
未来志向射出成形に関する研究も重要です．これについ
てはすでに横井先生がご説明されました．私からみたこの
プロジェクトの良いところは，横井先生が，新しい後進の
研究者も育てようとしておられることです．私はこの分野
の専門ではないのですが，産学連携の重要性を横井先生に
教えていただいた研究者の一人です．若手の研究者たちが，
大先輩の支援を受けて，別の取り組みや異なる研究分野で
どんどん育っていくことも生研の良いところだと思います．
このような工学研究分野と新たな取り組みが，今後も花開
いていくものと期待しています．

◎持続型エネルギー・材料統合研究センター
私は，今，持続型エネルギー・材料統合研究センターの
センター長を務めています．このセンターでは，材料やエ
ネルギーに関する研究分野の人たちが有機的につながって，
好き勝手に研究に取り組んでいます．今後，環境技術，エ

ネルギー技術が世界規模で重要になってきますので，これ
からも，極めて重要な研究分野であり続けるものと信じて
います．

◎エネルギーシステムインテグレーション社会連携研究部門
細かい話は省略しますが，エネルギーシステムインテグ
レーションの研究も重要です．これは，鹿園先生，大岡先
生，荻本先生，岩船先生らがご担当されています．これも
大きな産学連携研究です．沢山の研究費を外部から集め，
とても活発なエネルギーシステムの研究会を発足し，精力
的かつ多角的に活動しています．

◎建物における省・創エネルギーのための機械学習・AI
制御技術社会連携研究部門
さらにユニークな研究をご紹介します．建築と AI制御
技術の融合に関するものです．これは野城先生，大岡先生
らが中心となって取り組んでおられる分野です．
お気づきのように，生研では，複数の研究組織に重複し
て参加している研究者が沢山います．このような柔軟な組
織立ち上げのあり方ゆえに，異分野の研究者が様々な研究
分野に有機的に携わっていくことができるのです．

∗

∗

∗

∗
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◎未来ロボット基盤技術社会連携研究部門
今，流行りのロボットに関する研究も生研で行われてい
ます．この研究部門のプロジェクトでは，日本電産と連携
して研究を行なっています．ただ，この部門に所属する研
究者が必ずしも特定の一つの企業と付き合っているわけで
はありません．

((btbb -tt-Fubotsts)
( ( ))

 

◎生研内の様々なアクティブな研究センター
バイオ関係についても生研は多様な研究を活発に行なっ
ています．また，革新的シミュレーションセンター，これ
も非常に大きなグループです．数理工学を使った研究グル
ープも有名です．数理工学の研究に建築関係の先生が参加
したり，実に様々な研究が行われているようです．このよ
うな多様性が生研の良いところです．

 

◎ソシオグローバル情報工学研究センター
たとえば，ソシオグローバル，これはおそらく次の講演
者の佐藤先生にご紹介いただけると思います．佐藤先生を
中心に，様々な方々が連携して多様な研究を推進する，こ
れが生研の優れたところであろうと，私は思っております．
研究は厳しい競争の世界ですが，生研では，意外に，研究
者同士の仲が良いのが特徴です．
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ソシオグローバル情報工学研究センター

ソシオグローバル情報工学研究センターでは，実社会における人物行動のセンシングとクラウド上のIT基盤
による大規模データ解析を密に結合した情報システムを構築することで，社会的要請の高い諸問題に対する
ソリューションの創出を目指している。 設置期間: 2018年4月～2023年3月（第2期）

Cyber world

Physical world

喜連川優教授 小高俊彦客員教授

瀬崎薫教授※ 上條俊介准教授※ 松浦幹太教授※

豊田正史教授（副センター長）

佐藤洋一教授（センター長）

※ 兼務

吉永直樹准教授

センサネットワーク・
実世界センシング

超高性能データエンジン

コンピュータビジョン

大規模データ解析

情報セキュリティ・
プライバシー

自然言語処理

私が東北大にいたときは，状況が異なる場合もありまし
た．大きな研究所全体が似たような材料の研究を行う集団
であったので，ともすると，縄張り争いがありました．情
報の流出を防ぐために研究者の交流をさせないようにする
研究室主宰者もいたりして，なかなか微妙な問題もありま
した．一方で，多くの研究者が似たようなことを競争しな
がらやっていると，競争が激化して，研究のレベルも上が
っていく，それはそれでよい場合もあります．
しかしながら，生研では研究文化がこのような垣根分断
思考とはまったく違います．たとえば，私自身の研究に関
しては隠すべきことはほとんどありません．研究所を転々
と渡り歩いた成果として，研究所によって，雰囲気や人間
関係が大きく異なる点をもとても面白いと実感しました．

◎生産技術研究所の海外拠点
岸先生から既にご紹介がありましたが，生研は国際連携
でも頑張っております．国際連携は，これからも精力的に
推進していかなければならないと私も思っています．たと
えば，藤田先生がイニシアチブをとって推進してこられた
フランスとの国際連携は，世界に誇れる大規模なもので，
長い期間，とても高いアクティビティーを維持しており，

素晴らしい実績があります．
このような国際連携をさらに推進・発展させるために，
ニューヨーク・オフィスの立ち上げも行いました．ニュー
ヨーク・オフィスは，野城先生と藤井先生がイニシアチブ
をとって懸命に立ち上げられたもので，私自身も下働きを
沢山してきましたが，最近ようやく組織としての体をなし
てきました．
今まで誰もやっていないこと，新しい組織をつくってい
くこと，まったく新しい仕組みを作ることが，生研の得意
技の一つでもあります．北米で研究を展開するだけでなく，
資金も集めようといった事業を日本の他の大学に先駆けて
やっていくというのは，生研の得意なとことの一つだと思
います．

◎2000 年以降
2000 年以降は，さらに変わった研究活動が推進される
ようになりました．一番，ユニークなのは，「価値創造デ
ザイン基盤」ではなかろうかと思いますので，その活動を
簡単にご紹介します．
70 年前に生研が立ち上がったころは，“デザイン”とい
う研究分野の重要性を誰も考えていなかったと思います．
しかし，生研で，価値創造デザイン基盤という新しい発想
での組織が 2010 年に発足したのは，これまでにご紹介し
たような，ニーズ志向型，プロジェクト志向型の様々な研
究センターが生研内に存在したからです．さらに，新しい
研究組織を支える各構成員が，1部から 5部の異なる研究
組織から自発的に出てきて，多様な構成員がそれぞれ有機
的に繋がっていたからこそ，こういった新しい展開が生ま
れ，強い組織に育ってきたのです．
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◎価値創造デザイン研究基盤
今日，この講演会が終わりましたら，ぜひ訪問していた
だきたいところが「価値創造デザイン研究基盤」棟です．
生研の S棟とよばれている建物で，このホールがある A
棟から出て南の奥に行きますと，今井先生がデザインされ
た非常に立派な研究施設「価値創造デザイン研究基盤」と
いう組織の拠点があります．建物自体も生研の今井先生が
設計し，その素晴らしい建物の中では，さまざまなデザイ
ン創造に関する活動が行われています．
デザインや情報に関する活動に刺激を受けまして，私自
身も新製錬法やリサイクル技術の開発だけではなくて，ア
ートやデザインに関する活動を始めました．最近では，チ
タングッズの作製に目覚めて，私自身もチタン椅子のデザ
インと作製に鋭意取り組んでいます．このホールにおられ
る私の製錬の生業を知っておられる先輩方からは，「岡部
さん，あなたは製錬の研究は得意だけど，デザインやアー
トには向いていそうも無いからやめておけ．」と言われて
います．しかし，周囲の反対を押し切って，今，私は，鋭
意デザインやアートに取り組んでいるのです．

RCA-IIS Tokyo Design Lab

私自身は，大体 10 トン以上の金属チタンを効率良くつ
くる高温プロセスを専門としており，重厚長大なプロセス
技術に関する研究が中心です．ところが，最近では，その
ような基盤研究に加え，超軽量・高強度のデザイン椅子を
つくるという新しい価値創造の新分野開拓でも生研のメン
バーに触発されて一生懸命に頑張っているのです．

 

◎おわりに
残された時間をつかってパラパラ漫画的に生研での活動
をご紹介させていただきます．これは，70 周年事業の記
念イベントで企画した「もしかする未来展」の写真です．
国立新美術館で開催しました．この写真は，私が設計・製
作したチタン製の椅子です．

71 巻 5 号(2019)984



生 産 研 究

95

71 巻 5 号(2019)

この写真は，山中先生がデザインして，私がトーホーテ
ックという会社にお願いして作ってもらったチタン製のス
ツールです．この椅子は，今の段階では製造にコストがか
かり，とても価格が高いのが問題です．ただ，将来，安く
なってチタン製の椅子や家具が普及すると期待しています．
この椅子は，今日は，岡部研にも展示してありますので，
ご覧になってください．また，「もしかする未来 in駒場」
という企画展示も S棟で今日は夜 7時までやっています．

「もしかする未来 in駒場」という企画では，先ほど紹介
したチタンの椅子だけではなくて，義足であったり，3D
プリンターでつくったもの，ハイテク，さらにはファッシ
ョンに関するデザインまで，実に多様なものを作製して展
示しています．さらに，今日は，「もしかする未来 in駒場」
で「ぞわぞわ」という，一見，幽霊屋敷を連想させるよう
なとても面白い企画もやっています．ご興味ある方は，パ
ンフレットを配っていますので是非とも見学してください．

生産技術研究所は，重厚長大な産業分野に関する研究を
中心に始まりました．今も，これらの研究分野の重要性が
なくなったわけではありません．さらに，重厚長大な分野
から軽薄短小な研究分野にも研究対象が発展し，今ではデ
ザイン創造までを含む多様な研究組織で構成されています．
「この先，生研は，どう発展していくのか」という点につ
いてもときおり考えます．しかし，こればかりは読めませ
ん．ただ，やはり，情報とか感性に関する研究が，今後，
さらに重要性を増すのは間違いのないところであろうと思
っています．
したがって，私自身は，今後も，私のライフタイムが尽
きるまでチタンをはじめとするレアメタルの製錬・リサイ
クル技術といった重厚長大系の研究はやり続けますが，デ
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ザインや情報に関する分野にも取り組んで行こうと思って
いるところです．
こうした意味では，生研は非常に刺激を受け，自身を成
長させてくれるとても優れた組織です．実を申し上げます
と，私一人だけではデザインは下手で，何もまともに作れ
ないのが事実です．しかし，デザインの指導をしてくださ
る山中先生をはじめ，多様な協力者がいらっしゃるので，
私も新しい分野を展開できるのです．
私は，研究だけでなく管理職も最近は担当しています．
生研には，すばらしい方々が沢山おられるので，私は日々，
非常に良い刺激を受けながら活動し，人生を楽しませても
らっているというのが今日ここで皆さんにお伝えしたいこ
とです．
私は 70 周年特別委員会の実行委員長も務めさせていた
だいております．本来なら，副所長の職を降りたら実行委
員長としての任は解かれる規則があったのですが，これも
岸所長が，わざわざ規則変更までして，続けさせていただ
いています．このような意味でも，生研は，柔軟かつ非常
に前向きな良い組織です．
今後も生産技術研究所から発信される新たな動きにご期
待ください．同時に，こういった活動をご支援・ご指導賜
りますよう，この場を借りてお願い申し上げます．
ご清聴，ありがとうございました．（拍手）
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